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ESD（持続可能な開発ための教育）の実践
　本書は、世界自然遺産登録を目指す奄美大島と徳之

島のノネコの問題解決の取組みを「社会実験」とみな

し、それをまるごと紹介した貴重な記録です。課題を

認識した人たちが周囲を巻き込みながら集団として課

題解決に携わり、それを地域の発展につなげようとす

るこの活動は、ESD の実践でもあります。

外来生物としてのノネコ問題とその特殊性
　ノネコ（野生化したネコ）＝有能なハンターが何を

食べているかはとても気になります。地域の生物多様

性へどんな影響を与えているのか。この、外来生物と

してのノネコ問題は、日本各地で起こっている自然保

護問題のひとつです。

　ネコが他の外来生物と違うのは、その人との関係で

す。国内での屋内飼育頭数は 978 万頭 1）とも言われ

ています。この他に、多くの農村には、倉庫のネズミ

番としてネコが普通に放し飼いにされています。捨て

られ野良になるネコも後を絶ちません。この野山への

ネコ供給問題とともに、捕獲したノネコの処分問題が

困難を極めます。欧米では安楽死が選択されますが、

奄美では安楽死ではなく TNR（生け捕り→不妊化手

術→解放）や、捕獲後の馴化と譲渡をしています。そ

うなる理由を、著者の一人、小栗有子さんは「手なづ

けられた動物へ特別の思い」を抱く日本の文化や命を

めぐる日本人の動物観の問題と分析しています。

本書の構成～ノネコ対策の貴重な記録
　本書は 7 つの章と資料編からなります。第 1 章は

本書の意図や構成を解説した羅針盤。第 2 章はニュー

ジーランドの先進対策の紹介と日本との比較。第 3・

4 章では奄美大島と徳之島での具体的な活動が、その

実行者によって紹介されています。ノネコ問題にどう

気づき、意識し、解決に向けて動き出したかが活写さ

れており、本書の中心部です。第５章はノネコ問題の

核心である法的な位置づけと TNR 問題が紹介されて

います。第６章では国内各地のノネコ問題が紹介され

ています。そのため本書は国内ノネコ問題の資料集で

もあります。

　第 7 章は、本書の企画編集にあたった鹿児島大学

鹿児島環境学研究会の自己分析です。なぜノネコ問題

がこのように多くの人々を巻き込んで多角的に取り組

まれたのか。その理由が第 7 章で解き明かされます。

成功の鍵は当事者の参画による議論と学習
　この「社会実験」では、対策を担う行政（国・県・

市町村）や大学、有志の市民が常に生の地域（地図に

あるコミュニティ）に立ち返り、ともに考えようとす

る姿勢が貫かれています。地域づくりのために当事者

が堅持すべきは、現場に学びつつ、共通のゴール～こ

こでは「次世代につなぐ島」～を学習と議論によって

再確認し、その都度ゴールを共有しなおす姿勢なのだ

と、教えられます。

1) https://petfood.or.jp/topics/img/191223.pdf
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大学・行政・市民の協働による、
地域を次世代につなぐ取り組み
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